
NSSでのデータ移行・アーカイブ

お客様事例



NSSはEND-TO-ENDで根本的に解決を

1. 利用状況のデータ収集

2. 結果の見える化

4. 効果を実感

3. 結果により整理整頓

– オンプレでもクラウドでも利用状況を把握

– 使いやすいユーザポータルで解析結果より課題発見

– 課題解決できるワークフロー実装

‒ 実装前と比較して成功度が明確
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見える化だけではなく、実際に整理整頓を

3. 結果により整理整頓

– 再発抑制のために業務プロセスやワークフローに統合

– データの削除・移動・タグ付けなどのプロセスを実施

– 管理部門が中心となって大量のファイルを一括に

– 各部門や利用者に個々のファイルを
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KPI・KRIで成功を明確に

アクセス管理
機密情報の特定と隔離移動に
よりアクセスできるユーザも
管理でき、法令順守も実現

コスト管理
ファイルサービス利用の

効率化や不要データ軽減により
増設も延期

$

リスク軽減
余分データクリーンアップでも
センシティブ情報が減らせる。

平行で機密情報クリーンアップも行うと
相乗効果
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ユーザに不要データの見える化で「削除」を促進

削除

一瞥して不要と簡単に判断できるファイル

一時ファイル、同じフォルダ内の重複ファイル、プライベートな
ファイル、数年前から一回も参照されていないファイル、など

データ利用者向けのツール

部門た当社やユーザ個人個人、
データの重要性・必要性・価値を理解できるユーザに

復元のない方法

バックアップから復元しなければならない

誰が、いつ、どのファイルを、なぜ削除したかのすべての
監査ログに簡単に確認

フル監査ログ
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セキュリティ・IT部門で「一括移動」を
隔離へ移動

条件や正確さを柔軟に

移動すべきデータのみを移動することが望ましいが、
復元できるため偽陽性ファイルの移動に伴うリスクは低い

中心的な管理向けのツール

情報セキュリティ、データガバナンス、法部門、内部統制：
コンプライアンスをリードする部門は主な利用者

全ての隔離へ移動や復元の操作は監査ログに残し、
誰がいつどのようなアクションをなぜ起こしたかを明確に

フル監査ログ

復元可能

一括移動の実施後でもユーザから特定のファイル復元の
依頼でも速やかかつ安全に

ユーザにお知らせ：パンくずファイル

移動後にパンくずファイルをユーザのために残し、
いつ・どこに移動されたかと復元方法を簡単に理解できる

削除

パッと見て不要と簡単に判断できるファイル

一時ファイル、同じフォルダ内の重複ファイル、プライベートな
ファイル、数年前から一回も参照されていないファイル、など

データ利用者向けのツール

部門た当社やユーザ個人個人、
データの重要性・必要性・価値を理解できるユーザに

復元のない方法

バックアップから復元しなければならない

誰が、いつ、どのファイルを、なぜ削除したかのすべての
監査ログに簡単に確認

フル監査ログ
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セキュリティ・IT部門で「一括移動」を
性能

• 移動：15～25 MB/s

• 復元：30～50 MB/s

• 一括で数百万ファイルの移動や復元も可能

ご要望に対し、柔軟に対応

• フォルダ構成を柔軟に

- 元の構成をキープ、日付追加、利用者でグループ化、など

• 元の保存先に復元も、新たなフォルダにコピーも

• 元の保存先が削除された場合はフォルダも復元可能

• パンくずファイルは復元により削除される

• 隔離領域からファイル削除するとパンくずファイルも削除

隔離へ移動

条件や正確さを柔軟に

移動すべきデータのみを移動するのは望ましいが、
復元できるため偽陽性ファイルの移動に伴うリスクは低い

中心的な管理向けのツール

情報セキュリティ、データガバナンス、法部門、内部統制：
コンプライアンスをリードする部門は主な利用者

全ての隔離へ移動や復元の操作は監査ログに残し、
誰がいつどのようなアクションをなぜ起こしたかを明確に

フル監査ログ

復元可能

一括移動の実施後でもユーザから特定のファイル復元の
依頼でも速やかかつ安全に

ユーザにお知らせ：パンくずファイル

移動後にパンくずファイルをユーザのために残し、
いつ・どこに移動されたかと復元方法を簡単に理解できる
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金融機関事例

データクリーンアップにより法令順守



データ保管状況は不明
法令順守は疑わしい

• 売却された部門や子会社のデータが残っている

• データ保管ポリシーの保管期間が過ぎている

コンプライアンスは複雑かつ高コスト

• ファイルシステムの構成は混沌

• 余分・陳腐化・不要いわゆる価値のないデータが多い

解決方法は不明

• データ管理のためのリソース不足

• ビジネスへの悪影響の心配

Northernに連絡！

• データ管理のSME

• 組織の文化まで改善できるソフトウェア
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課題と解決方法をピンポイントに
課題や要件を明確に

• アクセスできるユーザを軽減するのは最優先、削除はその後

• 移動済みの数百万ファイルから特定のファイルを復元できることは必須

• 全てのプロセスは自動かつユーザ中心にすべき

解決方法

• 陳腐化ファイルを一括移動

• 隔離先のアクセス権を厳重に制限

• ユーザへのお知らせ：パンくずファイル

• 復元プロセスをポリシー化

• NSSの標準機能で実現
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ソリューション実施の開始
1. NSS用のサーバ・インフラを準備

– APサーバ・DBサーバ・サービスアカウントなど
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原状を把握
1. NSS用のサーバ・インフラを準備

– APサーバ・DBサーバ・サービスアカウントなど

2. Northernはステートアナリシスを実施
– 利用状況を見える化、解決方法やKPI・KRIの初期段階を明確に
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簡単かつ速やかに削除できるデータを
1. NSS用のサーバ・インフラを準備

– APサーバ・DBサーバ・サービスアカウントなど

2. Northernはステートアナリシスを実施
– 利用状況を見える化、解決方法やKPI・KRIの初期段階を明確に

3. IT部門での初期クリーンアップ
– IT関連の不要データと、不要になった共有フォルダを中心に
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そのまま削除
1. NSS用のサーバ・インフラを準備

– APサーバ・DBサーバ・サービスアカウントなど

2. Northernはステートアナリシスを実施
– 利用状況を見える化、解決方法やKPI・KRIの初期段階を明確に

3. IT部門での初期クリーンアップ
– IT関連の不要データと、不要になった共有フォルダを中心に

4. NSSからファイルを削除
– 部門担当者が実行

– およそ10％のデータ量を軽減

– 7％の上位フォルダいわゆる共有フォルダを削除
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陳腐化データ管理の課題解決を計画化
1. NSS用のサーバ・インフラを準備

– APサーバ・DBサーバ・サービスアカウントなど

2. Northernはステートアナリシスを実施
– 利用状況を見える化、解決方法やKPI・KRIの初期段階を明確に

3. IT部門での初期クリーンアップ
– IT関連の不要データと、不要になった共有フォルダを中心に

4. NSSからファイルを削除
– 部門担当者が実行

– およそ10％のデータ量を軽減

– 7％の上位フォルダいわゆる共有フォルダを削除

5. 陳腐化データの隔離移動計画を決定
– 2つの枠に分ける：11年以上未参照と7年以上未参照

– ユーザからの復元依頼のプロセスをポリシー化

– 隔離先とパンくずファイル内容を決定

– 「データ・クアランティン・マネージャー」を指名
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陳腐化データ：2週間かけて段階的に隔離へ移動
6. 枠１：11年以上参照されていないファイルを移動

– データ・クアランティン・マネージャーが実施

– 4回に分けて移動

– 全データの24％を移動済み

– 元のファイル保存先にパンくずファイルを残す
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古いデータ：5日間をかけて段階的に隔離へ移動
6. 枠１：11年以上参照されていないファイルを移動

– データ・クアランティン・マネージャーが実施

– 4回に分けて移動

– 全データの24％を移動済み

– 元のファイル保存先にパンくずファイルを残す

7. 枠２：7年以上参照されていないファイルを移動
– 同じくマネージャが4回に分けて移動し、パンくずファイルを残す

– 全データの20％を移動済み
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ユーザからいくつかの復元依頼を簡単に実施
6. 枠１：11年以上参照されていないファイルを移動

– 各部門のデータ・クアランティン・マネージャーが実施

– 4回に分けて移動

– 全データの24％を移動済み

– 元のファイル保存先にパンくずファイルを残す

7. 枠２：7年以上参照されていないファイルを移動
– 同じくマネージャが4回に分けて移動し、パンくずファイルを残す

– 全データの20％を移動済み

8. 数か月間をわたっていくつかのファイル復元依頼をユーザから
– データ・クアランティン・マネージャーで問題なく復元実施

– ポリシー化されたプロセスに沿う

– パンくずファイルの自動的に削除
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課題解決もさらなるデータクリーンアップに向かう
9. 隔離先へ移動されてから12カ月後に削除

– ファイル移動とアクセスできるユーザの制限により元々の問題は解決

– 最終的な削除によりストレージを効率的に活動も

– パンくずファイルも自動的に削除
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課題解決もさらなるデータクリーンアップに向かう
9. 隔離先へ移動されてから12カ月後に削除

– ファイル移動とアクセスできるユーザの制限により元々の問題は解決

– 最終的な削除によりストレージを効率的に活動も

– パンくずファイルも自動的に削除

次のステップを検討中

10.毎年実施するためにプロジェクト化
– ユーザは隔離への移動のプロセスを理解し、組織文化まで改善

– データ・クアランティン・マネージャーはNSSの使い方を徹底的に理解

– 低コストでも低リスクでもあるプロセスを通じて混沌状態に戻らない

11.データガバナンスを部門やユーザに委任
– 部門担当者やユーザに自分自身の利用状況をNSSで確認できるように

– ユーザ自身にデータの削除や隔離への移動も委任
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目的を低コストで達成し、認知度アップ
結果をすぐに実感

初期段階のクリーンアップにより

10％のデータと7％の上位フォルダを軽減

効率的にリソースを活用
全てのデータ移動などはお客様の一人の

データ・クアランティン・マネージャーが実施

（Northernがサポート・支援）

組織文化のシフト
データガバナンスが基本となり、

責任の分担により効率的な法令順守

44%のデータを移動
特定のユーザしかアクセスできない環境への
移動によりコンプライアンスを徹底的に

（必要に応じて復元も可能）
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コンタクト
NSSのソリューションや価格についてのご質問がありましたら以下にご連絡ください。

価格や価格体系についてのご質問

Japan@northern.net

NSSのソリューションや技術的なご質問

ProServices@northern.net
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